
4.2.3 ジオテキスタイルの引張強さの照査

TE=vI Ks(γ h+wl'十 w2)+△ tl≦ T AE

ここに , TE

T AE

h

V

KG

深さhにおけるジオテキスタイルに発生する引張力 (kN/m)

ジオテキスタイルの地震時設計引張強さ (kN/m)

ジオテキスタイルの盛土天端からの数設深さ (m)

深さhにおけるジオテキスタイルの分担範囲 (m)

地震時の円弧すべり形状における常時のジオテキスタイルの

必要引張力の合計に対する増加係数 =0,1807

上の単位体積重量 =15,800(kN/m3)

のり肩部から着目点までの水平距離 =5,295(m)

着目点における樹上tザ盛上高さ =2108(m)

嵩上げ盛土荷重 (kN/m2)

Wl' = γ Hl' =33.311(kN/m2)

深さhにおける活荷重またはその他の載荷重による鉛直荷重 (kN/m2)

地震力に起因する単位層厚当りの必要補強材張力 =10.649(kN/m2)

ジオテキスタイルの数設間隔 (m)

γ

L SEmax

Hl'

wl'

w2

△ t

V

置

号

位

番

ｈ

　

ｍ

Ｖ
ω

Ｖ

ｒいＷ

Ｗ２

Ｎ／ｍ

ＴＥ

Ｎ／ｍ
ｋ

Ｅ

一　

ｍ

Ａ

／

Ｔ

ｋＮ

料

ｏ

材

Ｎ

判

定

８

７

６

５

４

３

２

１

８００

０００

２００

４００

６００

８００

４００

０００

０

２

３

４

５

６

７

８

８００

２００

２００

２００

２００

２００

６００

６００

０

．
１

．
化

１
．
■

１

，
０
，
０

．

８００

２００

２００

２００

２００

２００

６００

６００

０

１

１

１

１

１

０

０

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０

０

０

０

０

０

０

０

６３

５７

６９

８‐

９３

０５

８‐

０９

１

８

９

０

１

３

６

７

‐５

２６

３０

３５

３９

４３

２２

２３

０００

０００

０００

剛

５００

０００

０００

０００

３

３

３

５

５

０

０

０

３

３

３

５

５

９

９

９

１

　
１

　
１

　
３

　
３

　
５

５

　
５

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
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4.3 ジォテキスタイルの敷設長の計算

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められない場合】

FsT
L = Ls+ Le= Ls+

2(α lc+α 2σ Vtan φ)

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められている場合】

FsT
L = Ls+ Le= Ls+

2(c*+σ vtan φ*)

ここに L

Ls

Le

σV

各段の必要敷設長 (m)

各段のの り面から Σ Treqが最大 となるすべ り線までの水平距離 (m)

各段のジオテキスタイルの必要定着長 ≧ 1.0(m)

各段のジオテキスタイルの定着部に作用する鉛直力 (kN/m2)

σV = γ h tt Wl'

嵩上げ盛土荷重 =33311(kN/m2)

土とジオテキスタイルの摩擦に関する補正係数

′′

上の粘着力 (kN/m2)

上のせん断抵抗角 (° )

土とジオテキスタイルの見かけの粘着力 (kN/m2)

土とジオテキスタィルの見かけのせん断抵抗角 (° )

引抜きに対する安全率 =120
深さhにおけるジオテキスタイルに発生する引張力 (kN/m)

wl'

α l

α2

C

φ

C*

φ*

Fs

T

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

TE
(kN/m)

Ls

(m)

Le

(m)

L

(m)

敷設長

L(m)

8

7

6

5

4

3

2

1

0.800

2.000

3.200

4.400

5.600

6.800

7.400

3.000

45.951

64.911

83.871

102.831

121.791

140.751

150.231

159.711

15.163

26.857

30.969

35.081

39.193

43.305

22.681

23.709

5.198

4.942

4.530

3.929

3.079

1.865

1.048

0.000

000

000

000

000

000

000

000

000

6.198

5,942

5.530

4,929

4.079

2.865

2 048

1,000

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

19,600

19,600

初期数設長 =6.200(m)

注 ;敷設長は外的安定の検討および全体安定の検討を考慮した長さを表示
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5,外的安定の検討 【常時の場合】

5.1 仮想的な擁壁に作用する荷量

10m:―

Ｑ

〓
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5.11 試行 くさび法による背面土圧

W2・ Sin(ω ―φs)一 cs・ Lsicosφ s
PA=                     =177.936(kN/m)

60S(ω 一φs+α o― δ)

こ こ に ′ PA

W2

W

VVq

ω

α0

γS

φS

CS

δ

LS

ho

Z

R

P AH

P AV

Yp

Xp

5。 1.2 仮想的な擁壁の底面に作用する荷重計算

背面上圧合力

上くさびの自重 (上載荷重含む)=WttWq=2233.534(kN/m)

上くさびの自重 =2233.534(kN/m)

裏込め土上の載荷重 =0000(kN/m)

すべり線と水平面のなす角度 =46.119(° )

壁面と鉛直面のなす角 =21801(° )

裏込め上の単位体積重量 =15.3(kN/m2)

裏込め上のせん断抵抗角 =28.6(° )

裏込め上の粘着力 =19.20(kN/m2)

仮想背画の壁面摩擦角 =28.6(° )

すべり線の長さ =29512(m)

すべり基準高さ =0.000(m)

粘着高 =4093(m)
z =(2cs/γ s)・ tan(45° +φ s/2)

すべり面に作用する反力 =1891.795(kN/m)

上圧 Pの水平方向成分 =PA・ cos(δ ―αO)=176.685(kN/m)

上圧 Pの鉛直方向成分 =PA・ Sin(δ ―αO)=21.064(kN/m)

X方向上圧作用位置 =22.543(m)

Y方向上圧作用位置 =6357(m)

作用荷重

鉛直荷重
V

(kN/m)

作用位置

X
(m)

モーメン ト

Mx

(kN・ m/m)

水平荷重

H

(kN/m)

作用位置

Y
(m)

モー メン ト

My
(kN・ m/m)

仮想擁壁の自重 4239.196 14.327 60733,017 0.000 0,000 0,000

土 圧 21 064 22.543 474,842 6 1123.211

合  計 4260.260 61207.859 1123.211

仮想擁壁上の活荷重 0.000
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5.2 滑動に対する安定の検討

c・ LB+μ・ΣV
Fs=         ≧ F sa

ΣH

こ, Fs

F sa

ΣV

ΣH

LB

C

μ

α l

α2

φl

φ2

Cl

o2

滑動に対する安全率

滑動に対する設計安全率 =1.50

仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4260.260(kN/m)

仮想的な擁壁の底面における全水平荷重 =176.685(kN/m)

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)

仮想的な擁壁の底面と基礎地盤との粘着力 (kN/m2)

仮想的な擁壁の底面と基礎地盤との摩擦係数

補正係数 =0,0[砂または砂質土 (φ 材)]

0.5[砂買土(cψ 材)ま たは粘性土]

補正係数 =1.0

盛土材料のせん断抵抗角 =28.6(° )

基礎地盤のせん断抵抗角 =363(° )

盛土材料の粘着力 =19.20(kN/m2)

基礎地盤の粘着力 =21500(kN/m2)

項  目 C μ Fs 判 定

盛土材料 cl = 19.20 tanφ l=0.545 20 O

基礎地盤 c2 = 215 00 tan φ 2 == 0.735 42.049 O

盛土材料とデオテキスタイル αl cl=960 α2tan φ l=0.545 14.233 〇

基礎地盤とデオテキスタイル αlc2=107.50 α2tan φ 2=0735 29.881 O
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5.3 転倒に対する安定の検討

5.3.1 仮想的な擁壁のつま先から合力Rの作用点までの距離

Σ MR― Σ Mo
d =14.104(m)

Σ V

ここに, d

Σ MR

Σ Mo

ΣV

:仮想的な擁壁のつま先から合力Rの作用点までの距離 (m)

:つ ま先まわりの抵抗モーメント =61207.859(kN・ m/m)

:つ ま先まわりの転倒モーメント =1123.211(kN・ m/m)

:仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4260.260(kN/m)

5,3.2 仮想的な擁壁底面中央からの偏心距離

LB
e =〓  ―――― ― d = -4,104

2

LB
e≦ ― 一 =3.333… ,満足 して いる

6

ここに, e

LB

仮想的な擁壁底面中央からの偏心距離 (m)

仮想的な擁壁のつま先から合力Rの作用点までの距離 =14,104(m)

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)

d
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5,4 支持力 (盛土直下)に対する安定の検討

5,4.1 仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度

ΣV
q=― 一 =213.01(kN/m2)

LB

ここに, q

Σ V

LB

ここに, qu

C

q

γl

γ2

Df

α, β

Be

κ

Df'

φ

tan θ

ΣH

ΣV

Nc

Nq

Nr

Sc

Sq

Sr

5.4.2 基礎地盤の極限支持力度

qu= α・κ・c・ Nc・ S ctt κ・q'Nqisc+(1/2)・ γl・ β・Be・ Nr・ Sr =7554,90(kN/m2)

仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度 (kN/m2)

仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4260.260(kN/m)

ただし,活荷重による影響も考慮する

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)

基礎地盤の極限支持力度 (kN/m2)

基礎地盤の上の粘着力 =215.0(kN/m2)

上載荷重 =γ 2・ Df=0.00(kN/m2)

支持地盤の上の単位体積重量 =20.5(kN/m3)

根入れ地盤の上の単位体積重量 =20.5(kN/m3)

基礎の有効根入れ深さ =0.000(m)

基礎の形状係数 =1.0

基礎の有効載荷幅 =LB=20000(m)

根入れ効果に対する割増し係数

κ =1+0.3・ Df'/Be=1,000

支持地盤と同程度良質な地盤に根入れした深さ =0.000(m)

基礎地盤のせん断抵抗角 =363(° )

荷重の傾斜 =Σ H/Σ V=0.041

水平荷重 =176.68(kN/m2)

鉛直荷重 =426026(kN/m2)

支持力係数 =47.840

支持力係数 =36.060

支持力係数 =36.820

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 事 (c・ )え =0.464

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 =(q・)ν =1.000

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 =(B4)μ =0.368

係数 =-1/3

c・=c/co=21.500  ここに,1≦ c*≦ 10 ∴ c半 =21.500

10 (kN/m2)

μν，
Ａ
　
　
Ｃ

CO
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q・

qo

B・

Bo

こ こ に , q

qa

qu

Fs

q・=q/qO=0.000
10 (kN/m2)

B・=Be/Bo=20,000
1,0(m)

ここに,1≦ q・≦10 ∴ q十 =1.000

ここに,1≦ B・    ∴ B・ =20.000

5.4.3 基礎地盤の支持力検討

q≦ qa= qu =2518.30・ "満 足 している
Fs

:仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度 =213.01

:基礎地盤の許容支持力度 (kN/m2)

:基礎地盤の桓限支持力度 =7554.90(kN/m2)

:地盤の支持に対する安全率 =3.00

(kN/mり
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6.外的安定の検討 【地震時の場合】

6.1 仮想的な擁壁に作用する荷重

10m:―

∞
ヽ
〓
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6.1.1 試行くさび法による背面土圧

W2E・ secθ isin(ω E― φs+θ )一 cs・ L SE・ oos φ s
P AE = =726.191(kN/m)

cos(ω E― φs+α O― δE)

こ こに′ P AE

W2E

W

VVq

ω E

α0

γS

φS

CS

δE

L sE

kh

ノ

θ

ho

Z

RE

P AEH

P AEV

Yp

Xp

6.1.2 仮想的な擁壁の底面に作用する荷重計算

背面土圧合力

土 くさびの自重 (上載荷重含む)=WttWq=7181.979(kN/m)
上 くさびの自重 =7181.979(kN/m)

裏込め土上の載荷重 =0000(kN/m)

すべ り線と水平面のなす角度 =34.479(° )

壁面と鉛直面のなす角 =21.801(° )

裏込め上の単位体積重量 =15.8(kN/m2)

裏込め上のせん断抵抗角 =23.6(° )

裏込め上の粘着力 =19.20(kN/m2)

仮想背面の壁面摩擦角 =28.6(° )

すべ り線の長さ =59,896(m)

設計水平震度 =0.20

設計水平震度の補正係数 =070
地震合成角 =tan引 (kh.7)=7.970(° )

すべ り基準高さ =0000(m)
粘着高 =4.093(m)

z =(2cs/γ s)・ tan(45° 十φs/2)

すべ り面に作用する反力 =6479.075(kN/m)

土圧 Pの水平方向成分 =P AE・ cos(δ E一 αO)=721085(kN/m)

上圧 Pの鉛直方向成分 =P AE・ sin(δ E一 αO)=85966(kN/m)

X方向上圧作用位置 =22.543(m)

Y方向上圧作用位置 =6357(m)

作用荷重

鉛直荷重

V
(kN/m)

作 用位置

X

(m)

モーメン ト

Mx

(kN・ m/m)

水平荷重

H
(kN/m)

作 用位置

Y

(m)

モー メ ン ト

My
(kN・ m/m)

仮想擁壁の自重 4239,196 14 327 60733 017 593.488 7 144 4240.038

土 圧 85,966 22.543 924 721,085 6.357 4584 041

合 計 4325.163 62670.941 1314 573 8824.079

仮想擁壁上の活荷重 0.000
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6.2 滑動に対する安定の検討

c・ LB+μ ΣVE
Fs=

Σ HE

Fs

F sa

Σ VE

Σ HE

LB

C

μ

α l

≧ F sa

滑動に対する安全率

滑動に対する設計安全率 =1.20

仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4325.163

仮想的な擁壁の底面における全水平荷重 =1314.573

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)

仮想的な擁壁の底面と基礎地盤との粘着力 (kN/m2)

仮想的な擁壁の底面と基礎地盤との摩擦係数

補正係数 =0.0[砂または砂買土 (φ 材)]

0.5t砂質土(cφ 材)または粘性土]

補正係数 室 1.0

盛土材料のせん断抵抗角 =28.6(° )

基礎地盤のせん断抵抗角 =36.3(° )

盛土材料の粘着力 =19.20(kN/m2)

基礎地盤の粘着力 =215.00(kN/m2)

ここに

(kN/m)

(kN/m)

α2

φl

φ2

Cl

c2

項  目 C μ Fs 判定

盛土材料 cl = 19.20 tan φ l=0.545 2.086 ○

基礎地盤 o2 = 215.00 tanφ 2 == 0,735 5.688 O

盛土材料とシ'オテキスタイル αl cl=9.60 α2tanφ l=0.545 1.940 ○

基礎地盤とデオテキスタイル αlc2=107.50 α2tan φ 2=0.735 4.052 〇
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6.3 転側に対する安定の検討

6.3.1 仮想的な擁壁のつま先から合力 Rの作用点までの距離

Σ MR― Σ Mo
=12.450(m)

Σ VE
d

ここに

)

d

Σ MR

Σ Mo

Σ VE

6.3.2 仮想的な擁壁底面中央からの偏心距離

LB
e == 一一―― ― d = …2.450

2

:仮想的な擁壁のつま先から合力Rの作用点までの距離 (m)

:つ ま先まわりの抵抗モーメント =62670.941(kN・ m/m)

:つ ま先まわりの転倒モーメント =8824,079(kN・ m/m)

:仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4325.163(kN/m)

LB
e≦ ―― =6.667・・・ 満足 している

3

ここに , e

d

LB

仮想的な擁壁底面中央からの偏心距離 (m)

仮想的な擁壁のつま先から合力 Rの作用点までの距離 =12.450(m)

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)
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6.4 支持力 (盛土直下)に対する安定の検討

6.4.1 仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度

Σ VE
qE=― =216.26(kN/m2)

LB

こ, qE

Σ VE

q

γl

γ2

Df

α, β

Be

κ

Df'

φ

tan θ

Σ HE

Σ VE

Nc

Nq

Nr

Sc

Sq

Sr

え,,′ ,μ

仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度 (kN/m2)

仮想的な擁壁の底面における全鉛直荷重 =4325.163(kN/m)

ただし,活荷重による影響を考慮 しない

仮想的な擁壁の底面幅 =20.000(m)

基礎地鮭の極限支持力度 (kN/m2)

基礎地盤の上の粘着力 =215.0(kN/m2)

上載荷重 =γ 2・ Df=0,00(kN/m2)

支持地盤の上の単位体積重量 =205(kN/m3)

根入れ地盤の上の単位体積重量 =205(kN/m3)

基礎の有効根入れ深さ =0.000(m)

基礎の形状係数 =1.0
基礎の有効載荷幅 =LB=20,000(m)
根入れ効果に対する割増し係数

κ =1+0,3・ D fi/Be=1.000

支持地盤と同程度良質な地盤に根入れした深さ =0.000(m)

基礎地盤のせん断抵抗角 =36.3(° )

荷重の傾斜 =Σ H/Σ V=0,304

水平荷重 =1314.57(kN/m2)

鉛直荷童 =4325.16(kN/m2)

支持力係数 =25.830

支持力係数 =19170

支持力係数 =11.990

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 =(c+)九 =0.464

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 =(q・ )ノ =1.ooo

支持力係数の寸法効果に関する補正係数 =(B・ )μ =0.368

係数 =-1/3

c*=c/cO=21500  ここに,1≦ c・≦10 .・.c*=21.500

10 (kN/m2)

6.4.2 基礎地盤の極限支持力度

q uE= α・κ・C・ NciSctt κ i q・ Nqisq+(1/2)・ γl・ β・Be・ NriSr =3483.20(kN/m2)

LB

q uE

C

CO

342
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:q・=q/qo=0.000
: 10 (kN/m2)

:Bキ=Be/Bo=20.000
:1.0(m)

6.4.3 基礎地盤の支持力検討

q uE
qE≦ q aE=――― =1741.60・ ・・ 満足 している

F sE

こ, qE

q aE

q uE

F sE

ここに,1≦ q・≦10 ∴ q・ =1.000

ここに,1≦ Bキ    ∴ B半 =20.000

q・

qo

B・

Bo

仮想的な擁壁の基礎地盤面に作用する鉛直地盤反力度 =216.26

基礎地盤の許容支持力度 (kN/m2)

基礎地盤の極限支持力度 =3483.20(kN/m2)

地盤の支持に対する安全率 =2.00

(kN/m2)
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7.補強時の全体安定の検討 【常時の場合】

7.1 計算式

7.1.1 定着部の引抜抵抗力の計算式

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められない場合】

2(α lc tt α2σ V・ tan φ)Le
Tp =

Fs

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められている場合】

2(c*+σ vtan φ*)Le
Tp =

Fs

ここに, Tp

OV

Le

:定着部の引抜抵抗力 (kN/m)

:ジオテキスタイルの定着部に作用する鉛直力 (kN/m)

(計算では定着長 Leの中点上の鉛直荷重としている。)

:すべり線より奥のジオテキスタイルの定着長 (m)

7.12 ジオテキスタイルの発揮可能引張強さの計算式

T avail=min(TA, Tp)

ここに, T avail :ジオテキスタイルの発揮可能引張強さ (kN/m)

TA   :ジオテキスタイルの設計引張強さ (kN/m)

Tp   :定着部の引抜抵抗力 (kN/m)
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)

7.1.3 補強土壁の全体安定に対する計算式

RΣ tc I+(VV'cos α+T ava‖ sinθ )tanφ ttTavailcos θ}

Fs =
RΣ (Ⅶ sinα )

Ｆ

Ｉ

Ｗ

Ｗ

ava

ｃ

φ

Ｒ

Ｔ

θ

α

円弧すべりに対する安全率

分割片で切られたすべり線の弧長 (m)

分割片の上塊重量 (kN/m)

浮力を考慮した分割片の上塊重量 (kN/m)

各分割片で切られたすべり線の中点とすべり円中心を結ぷ

直線と鉛直線とのなす角度 (° )

上の粘着力 (kN/m2)

上のせん断抵抗角 (9)

すべり円弧の半径 (m)

各ジオテキスタイルの引張力 (kN/m)

ジオテキスタイル位置でのすべり線の交点とすべり円中心を結ぶ

直線と鉛直線とのなす角度 (° )

)
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7.2 全体安定の検討 [常時 … 1]

7.2.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20ml―

7.2.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(側 )

σV

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

Tavail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31,400

32.600

33.800

35.000

36.200

30.800

32.000

33 200

34.400

35,600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

196.822

187.852

191.729

0.000

-28 009

-25.631

-22 952

-19.872

i16.213

-11.602

-8.753

-6.234

-3.371

-0.031

4,035

9,438

13 235

0.000

19,600

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

19,600

19.600

500

500

500

500

500

500

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0 000

0.000

0,000

471.677

1057.280

1510.561

0.000

10.000

10.000

10.000

10,000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37.000

37.000

60.000

60.000

60.000

0.000

0,000

0.000

0,000

0,000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

37.000

60.000

60.000

0.000

Σ T avai =157.000

346
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7.23 補強時の安全率一覧表

7.2.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X 座 標

-5 50m -5,40m -5.30m -5.20m -5.10m -5.00m -4.90m

円

中

′b

Y

座

標

94.20m
1.514

(0.0)

1.511

(0.0)

1.509

(0.0)

1.509

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(0.0)

1.509

(00)

94.10m
1.514

(00)

1.512

(0.0)

1.510

(0,0)

1.509

(0.0)

1.509

(0.0)

1.509

(0.0)

1.509

(0.0)

94.00m
1.514

(0,0)

1.512

(0.0)

1.510

(0.0)

1.509

(0.0)

1.509

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(0.0)

93.90m
1.515

(0,0)

1.513

(0.0)

1.510

(0,0)

1.509

(0.0)

1.509

(0,0)

1 509

(0.0)

1.509

(0,0)

93.80m
1.515

(0.0)

1.513

(00)

1.511

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(00)

1.509

(0,0)

1.509

(0.0)

93.70m
1.516

(0.0)

1.513

(0.0)

1.511

(0.0)

1.509

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(00)

1.509

(0.0)

93.60m
1.516

(00)

1.514

(0.0)

1.512

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(0.0)

1 509

(0.0)

1.509

(0.0)

項  目 記 号 単 位 常 時

最小安全率
F smin

F sa (

509

200)

引張力の合カ Σ TavaH kN/m 157.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

149254.295

532647.471

681901.766

15888.179

起動モーメン ト MD kN・ m/m 462383.723

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
-5,200

93.900

通過点 X座標

Y座標

XP
YP

0

0

000

000

半径 R m 94,044
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7.3 全体安定の検討 [常時 -2]

7.3.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20配

―

7.3.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

lm)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33,800

35 000

36.200

30.800

32,000

33.200

34.400

35,600

36.800

37.400

38.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0 000

194.458

186.440

0.000

0.000

-28.511

-26.063

-23.270

-19.996

-15,982

-10.561

-9.224

-6.616

-3.605

-0.007

4.573

11.472

0.000

0.000

1.

1.

1.

1.

1,

1.

19.

19.

19.

19.

19.

19.

19.

19

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

528.761

1276.264

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37.000

37.000

60.000

60.000

60.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

37,000

60.000

0.000

0,000

Σ Tavai =97.000
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7.33 補強時の安全率一覧表

7.3.4 補強上壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

-2.20m -2.10m -2.00m -1.00m -1.80m -1.70m -1.60m

円

中

,い

Y

座

標

89.40m
1.521

(0.0)

1.519

(0.0)

1.517

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

89.30m
1.522

(00)

1.519

(0.0)

1.517

(0.0)

1.516

(0.0)

1 516

(0,0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

89.20m
1.522

(0.0)

1.520

(0.0)

1.517

(0.0)

1.516

(0.0)

1 516

(0.0)

1.516

(00)

1.516

(0.0)

89 10m
1.523

(0.0)

1.520

(0.0)

1.518

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(00)

1 516

(0.0)

89.00m
1 523

(0.0)

1.521

(0.0)

1.518

(0.0)

1 516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

88。 90m
1.523

(0.0)

1.521

(0.0)

1.518

(0.0)

1.516

(0.0)

1 516

(00)

1.516

(0.0)

1.516

(00)

88 80m
1.524

(00)

1.521

(00)

1 519

(0.0)

1 516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

1.516

(0.0)

項  目 記 号 単 位 常 時

最小安全率
Fsmin
F sa

1.516

(1 200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 97.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

140127 713

505861.511

645989 224

9186.481

起動モーメン ト MD kN・ m/m 432297.248

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
-1.900

89.100

通過点 X座標

Y座標

XP
YP m

0.240

0.600

半径 R m 88.526
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7.4 全体安定の検討 [常時 -3]

7.4.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

20m:―

7,4,2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/冊 )

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31,400

32.600

33.800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

189.257

180.063

0.000

0,000

0.000

-27.154

-24.517

-21.475

-17.345

-13.229

-6.307

-7 779

-4,956

-1.651

2.398

7.853

0.000

0.000

0 000

1.500

1.500

1.500

1.500

1.500

1.500

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

19.600

19.600

0,000

0.000

0.000

0,000

0.000

0,000

0 000

0.000

0.000

270,484

846.336

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37 000

37.000

60.000

60.000

60.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

37.000

37.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =74.000

350
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7.4.3 補強時の安全率一覧表

7.4.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心  X 座 標

-2.50m -2.40m -2.30m -2.20m -2.10m -2.00m -1.90m

円

中

′b

Y

座

標

91 70m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1 529

(0.0)

1.529

(0.0)

1 529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

91 60m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0,0)

1.529

(0.0)

1 529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

91 50m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(00)

1.529

(00)

91 40m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(00)

1.529

(00)

91.30m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1 529

(0.0)

91 20m
1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1 529

(0,0)

1.529

(0.0)

1.529

(0,0)

91.10m
1.529

(00)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0.0)

1.529

(0,0)

1 529

(0.0)

1.529

(00)

項  目 記 号 単 位 常  時

最小安全率
F smin

F sa

1.529

(1 200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 74.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

141943.292

494874.221

636817.512

7262.765

起動モーメン ト MD kN・ m/m 421184.186

円中心X座標
Y座標

X
Y

0

0
m

-2.200

91.400

通過点 X座標

Y座標

X
Y

P

P
m

0 480

1.200

半径 R m 90.240

351

40



75 全体安定の検討 [常時 -4]

7.5.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

752 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30,200

31.400

32.600

33 800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34 400

35.600

36.800

37.400

38 000

0 000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

185.024

175 720

0,000

0.000

0.000

0.000

-26.892

-23.862

-20 240

-15.619

-8.611

0.000
-7.337

-4.042

0.003

5.483

0.000

0.000

0,000

0.000

1

11

1

1

1

1

19

19

19

19

19

19

19

19

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 298

577.887

0.000

0.000

0.000

0,000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37.000

37.000

60.000

60,000

60.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0 298

37.000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =37.298

352
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7.5.3 補強時の安全率一覧表

754 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

0,70m 0 80m 0.90m 1.00m 1.10m 1.20m 1.30m

円

中

′b

Y

座

標

91.60m
1.564

(0.0)

1.563

(0.0)

1.561

(00)

1.560

(0.0)

1 568

(0.0)

1.568

(0.0)

1.568

(0.0)

91.50m
1.564

(0.0)

1.564

(0.0)

1.561

(0.0)

1.559

(0.0)

1 568

(0.0)

1.568

(0.0)

1.568

(0,0)

91.40m
1.564

(0.0)

1.564

(0.0)

1.561

(0,0)

1.559

(0.0)

1.567

(0.0)

1 568

(0.0)

1.568

(0.0)

91.30m
1 564

(0.0)

1.564

(0.0)

1.562

(00)

1.559

(0.0)

1.567

(0.0)

1 568

(0.0)

1.568

(0.0)

91.20m
1.564

(0.0)

1,564

(0.0)

1.562

(0.0)

1 559

(0.0)

1.567

(0.0)

1.567

(0.0)

1.568

(0.0)

91,10m
1.564

(00)

1.564

(0.0)

1.562

(0,0)

1.560

(0.0)

1 567

(0.0)

1.567

(0.0)

1.568

(0.0)

91.00m
1.564

(0.0)

1.564

(0,0)

1.562

(00)

1.560

(0.0)

1.567

(0.0)

1.567

(0.0)

1.567

(0.0)

項  目 記  号 単 位 常  時

最小安全率
Fsmin
F sa

1 559

(1.200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 37.298

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

140862.880

498151.507

639014.387

3567.708

起動モーメン ト MD kN・ m/m 412116.421

円中心 X座標

Y座標

X
Y

0

0

000

3009

通過点 X座標

Y座標

XP
YP

m
0.960

2.400

半 径 R m 88 900

353

42



7.6 全体安定の検討 [常時 -5]

7.61 全体安定の検討における円弧すべり形状

76.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

20m:

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31 400

32.600

33 800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

170.285

160 875

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

-23 891

-20.251

-15.610

-3.572

0.000

0.000
-4,063

0.001

5.505

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

19,600

19.600

19.600

19.600

19 600

19.600

19 600

19,600

500

500

500

500

500

500

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.102

535,693

0.000

0.000

0,000

0,000

0.000

10 000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37.000

37 000

60.000

60.000

60.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.102

22.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =22.102

354

43



7.63 補強時の安全卒一覧表

7.6.4 補強上壁の円弧すべり安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X 座 標

1 10m 1 20m 1.30m 1.40m 1.50m 1.60m 1.70m

円

中

′い

Y

座

標

93.50m
1 598

(0.0)

1.597

(0,0)

1.594

(0.0)

1.592

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

93.40m
1.598

(0,0)

1.597

(0.0)

1.594

(0.0)

1 592

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

93 30m
1.598

(0.0)

1.597

(0.0)

1.594

(00)

1 592

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

93.20m
1.598

(0.0)

1.597

(0.0)

1.595

(00)

1.592

(0,0)

1.601

(0.0)

1.601

(0.0)

1,601

(0.0)

93.10m
1.598

(0.0)

1 598

(0.0)

1.595

(0,0)

1.592

(0.0)

1.601

(0.0)

1.601

(0,0)

1 601

(0.0)

93.00m
1.598

(0.0)

1.598

(0.0)

1.595

(00)

1.593

(0.0)

1.601

(00)

1 601

(0.0)

1.601

(0,0)

92.90m
1.598

(0,0)

1 598

(0.0)

1 595

(0,0)

1.593

(0,0)

1 601

(0.0)

1.601

(0.0)

1,601

(0.0)

項  目 記 号 単  位 常 時

最小安全率
Fsmin
F sa (

592

200)

引張力の合カ Σ Tavail kN/m 22 102

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

139744.606

459616.016

599360.622

2130.188

起動モーメン ト MD kN・ m/m 377806.004

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

椰
1.400

93.200

通過点X座標
Y座標

X
Y
P

P
m

1

3

440

600

半径 R m 89.600

355

44



7.7 全体安定の検討 [常時 -6]

7.7.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

20m:―

77.7 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/側 )

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30。 200

31.400

32.600

33.800

35,000

36.200

30.800

32 000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

146.288

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

-20.297

-15 650

-8.603

0.000

0.000

0.000
-0,042

5.469

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1 500

1.500

1.500

1.500

1.500

1.500

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

19.600

0.000

0.000

0.000

0:000

0.000

0.000

0.000

488.667

0,000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

10 000

10.000

10 000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22 000

37.000

37.000

60,000

60.000

6σ.000

0,000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

0.000

22.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =22.000

356

45



7,7.3 補強時の安全率一覧表

7,7.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

1 60m 1 70m 1.80m 1.90m 2.00m 2 10m 2.20m

円

中

,い

Y

座

標

94,90m
1.638

(0.0)

1.635

(0.0)

1.632

(0.0)

1 631

(0.0)

1.636

(00)

1.636

(0.0)

1.636

(0.0)

94.80m
1.638

(0.0)

1.635

(0.0)

1.632

(0.0)

1.631

(0,0)

1.636

(0.0)

1.636

(00)

1 636

(0.0)

94.70m
1.638

(0.0)

1.635

(0.0)

1.632

(0.0)

1631

(0.0)

1.636

(0,0)

1.636

(0.0)

1 636

(0.0)

94.60m
1.638

(0.0)

1.636

(0.0)

1.633

(0.0)

1.631

(0,0)

1.636

(00)

1.636

(0,0)

1 636

(0.0)

94.50m
1.638

(0.0)

1.636

(0.0)

1.633

(0.0)

1.631

(0.0)

1.636

(00)

1.636

(0.0)

1.636

(0.0)

94 40m
1 638

(0.0)

1.636

(0.0)

1.633

(0,0)

1 631

(0.0)

1.636

(0.0)

1.636

(0.0)

1.636

(0.0)

94.30m
1.638

(0.0)

1.637

(0.0)

1.634

(0.0)

1.631

(0.0)

1 636

(0.0)

1.636

(0.0)

1.636

(0.0)

項  目 記 号 単  位 常 時

最小安全率
Fsmin
F sa

1.631

(1.200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 22.000

抵抗モーメント

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

137588,870

416402.706

553991 576

2124.701

起動モーメン ト MD kN・ m/m 340993.247

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

1 900

94.600

通過点X座標
Y座標

XP
YP m

1,920

4.800

半径 R m 89,800

357

46



7.8 全体安定の検討 [常時 -7]

7.8.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20mi―

7.8.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

Le

lm)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

Tavail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33.800

35.000

36 200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0 000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0,000

170.288

0,000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

…26.022
-21,406

-12 179

0.000

0.000

0.000
-5.828

0.000

0,000

0 000

0.000

0.000

0.000

0,000

500

500

500

500

500

500

19.600

19.600

19.600

19,600

19,600

19.600

19.600

19.600

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0,000

0 000

0,010

0.000

0,000

0.000

0 000

0.000

0,000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

22.000

22.000

22.000

37.000

37.000

60.000

60.000

60 000

0.000

0,000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.010

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =0.010

358

47



7.8.3 補強時の安全率一覧表

7.3.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X 座 標

11 90m 12 00m 12.10m 12.20m 12 30m 12.40m 12 50m

円

中

′い

Y

座

標

75.00m
1 650

(0,0)

1 650

(0.0)

1.649

(00)

1,644

(0.0)

1.644

(00)

1 644

(0,0)

1.644

(00)

74.90m
1 650

(0.0)

1.650

(0,0)

1.649

(00)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

1 644

(0.0)

1.644

(00)

74.80m
1 650

(0.0)

1.650

(0.0)

1.649

(0.0)

1 644

(0.0)

1 644

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

74.70m
1.650

(0.0)

1.650

(0.0)

1.649

(00)

1,644

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

74.60m
1.650

(0.0)

1.650

(0,0)

1 649

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(00)

1.644

(0.0)

1 644

(0.0)

74.50m
1.650

(0.0)

1.650

(0.0)

1.649

(0,0)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

1 644

(0,0)

1.644

(0.0)

74.40m
1.650

(0.0)

1.650

(0.0)

1.649

(00)

1 644

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(0.0)

1.644

(00)

項  目 記  号 単 位 常 時

最小安全率
Fsmin
F sa

1.644

(1.200)

引張力の合カ Σ Tavail kN/m 0.010

抵抗モーメン ト

M RC

M RF

MR
MT

kN・ m/m

106815.871

364057.100

470872 971

0.759

起動モーメン ト MD kN・ m/m 286424.709

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

12.200

74.700

通過点 X座標

Y座標

X
Y

P

P

2.400

6.000

半 径 R m 69.395

359

48



7.9 全体安定の検討 [常時 -8]

7.9.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

79.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

20m:

位置

番号

h

(m)

σV

(kN/m2)

Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33 800

35.000

36,200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0,000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

-23 967

-17.030

0 000

0.000

0.000

0.000
-3.040

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.500

1.500

1.500

1.500

1.500

1.500

19.600

19.600

19,600

19,600

19,600

19.600

19,600

19.600

0.000

0.000

0 000

0 000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10,000

10 000

10.000

10,000

22.000

22.000

22.000

37.000

37.000

60.000

60.000

60,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0 000

0.000

Σ T avai =0,000

360

49



7,9.3 補強時の安全率一覧表

7.9,4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

13 90m 14.00m 14.10m 14.20m 14.30m 14.40m 14.50m

円

中

′b

Y

座

標

73 50m
1 667

(0.0)

1.667

(0,0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1 667

(0.0)

1.668

(0.0)

1.668

(0.0)

73.40m
1,667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.668

(0.0)

1.668

(0.0)

73.30m
1.668

(0.0)

1.667

(00)

1.667

(00)

1.667

(0.0)

1 667

(0.0)

1 667

(0.0)

1.668

(00)

73 20m
1.668

(0,0)

1.667

(00)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1 667

(0.0)

1.668

(0.0)

73.10m
1.668

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0,0)

1 667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.668

(0.0)

73,00m
1.668

(0.0)

1.668

(0.0)

1.667

(00)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.668

(0.0)

72 90m
1.668

(0,0)

1.668

(00)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1.667

(0.0)

1 667

(0.0)

1.667

(00)

項  目 記 号 単 位 常 時

最小安全率
F smin

F sa

1.667

(1.200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 0.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

102210 058

336714.599

438924.656

0.000

起動モーメン ト MD kN・ m/m 263241.594

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

14.200

73.200

通過点 X座標

Y座標

XP
YP m

2 880

7.200

半径 R m 66.964

361

50



7.10全体安定の検討 [常時 -9]

7.10.1全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

7,102ジ オテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m) (kN/m2)

σ V Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33.800

35.000

36.200

30,800

32,000

33.200

34,400

35.600

36.800

37 400

38.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0,000

0.000

0,000

0.000

0.000

-19,305

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.500

1.500

1.500

1.500

1 500

1.500

19.600

19.600

19,600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10,000

10,000

10.000

22.000

22.000

22.000

37 000

37.000

60.000

60.000

60.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ Tavai =0.000
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7.10.3補強時の安全率一覧表

710.4補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

14.70m 14.80m 14.90m 15 00m 15 10m 15.20m 15,30m

円

中

,い

Y

座

標

74.30m
1.677

(00)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1 677

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(00)

1.683

(0.0)

74.20m
1.678

(0.0)

1 677

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

74.10m
1.678

(0,0)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1,683

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

74.00m
1.678

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(0.0)

1.683

(00)

1.683

(0,0)

1.683

(0.0)

73.90m
1 678

(0.0)

1.677

(0,0)

1.677

(0,0)

1.683

(0.0)

1 683

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

73.80m
1.678

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(0,0)

1 683

(0.0)

1.683

(0,0)

1 683

(0.0)

1 683

(0.0)

73.70m
1,678

(0.0)

1.677

(0.0)

1.677

(00)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

1.683

(0.0)

項  目 記 号 単 位 常 時

最小安全率
Fsmin
F sa

1677
(1.200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 0 000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

99074.656

314159.233

413233.889

0 000

起動モーメン ト MD kN・ m/市 246378.958

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
15 000

74.000

通過点X座標

Y座標

XP
YP m

4.700

8.000

半径 R m 66.799
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7.11 全体安定の検討 [常時 -15]

7.11.1全体安定の検討における円弧すべり形状

10mキーーーー引

7,11.2ジ オテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m) (kN/m2)

σ V Le

(m)

L

(m)

Tp
(kN/m)

TA
(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32 600

33.800

35.000

36.200

30 800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0,000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

244,022

-39 745

-37 986

-35.981

-33.654

-30.870

-27.355

-20,792

-18。 918

-16 765

-14.231

-11 132

-7.030

-4.216

0.000

1

1

1

1

1

1

19

19

19

19

19

19

19

19

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0 000

0.014

10.000

10,000

10.000

10,000

10.000

10,000

22.000

22.000

22,000

37.000

37.000

60.000

60.000

60.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0 000

0.014

Σ Tavai =〓 0.014
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7.11.3補強時の安全率一覧表

7114補 強上壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

13 10m 13.20m 13.30m 13.40m 13.50m 13.60m 13,70m

円

中

fい

Y

座

標

63.20m
1.722

(0.0)

1.700

(0.0)

1.659

(0.0)

1 568

(0.0)

1.569

(0,0)

1.570

(0.0)

1 572

(0.0)

63.10m
1.723

(0.0)

1.701

(0.0)

1.660

(0.0)

1.568

(0.0)

1.569

(0.0)

1.570

(00)

1 572

(0,0)

63.00m
1.723

(0.0)

1,702

(0.0)

1.661

(00)

1.568

(0.0)

1.569

(0.0)

1.570

(0,0)

1.572

(0.0)

62.90m
1.724

(0,0)

1 702

(0.0)

1 662

(00)

1.568

(0.0)

1 569

(0.0)

1.570

(00)

1.572

(0.0)

62 80m
1,725

(0.0)

1 703

(0.0)

1 663

(0.0)

1.568

(0.0)

1.569

(0.0)

1.570

(0.0)

1.572

(00)

62.70m
1.726

(0.0)

1.704

(0,0)

1.664

(0.0)

1.568

(0,0)

1.569

(00)

1.570

(0.0)

1 572

(0.0)

62 60m
1,726

(00)

1,705

(0.0)

1.664

(0.0)

1.568

(0.0)

1 569

(0.0)

1.570

(0.0)

1.572

(0,0)

項  目 記 号 単 位 常  時

最小安全率
F smin

F sa

1.568

(1.200)

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 0.014

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

105291.008

495505.574

600796.581

0,945

起動モーメン ト MD kN・ m/m 383266.764

円中心X座標
Y座標

Xo
Yo

m
13.400

62.900

通過点X座標

Y座標

X
Y
P

P
m

19.600

0.000

半径 R m 63.205
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8.補強時の全体安定の検討 【地震時の場合】

8.1 計算式

8.1.1 定着部の引抜抵抗力の計算式

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められない場合】

2(α lcキ α2σ Vitanφ )L eE
T pE =

F sE

【ジオテキスタイルと上の摩擦係数が引抜き試験などで求められている場合】

2(c*+σ Vtan φ*)L eE
T pE =

F sE

ここに T pE

σV

L eE

定着部の引抜抵抗力 (kN/m)

ジオテキスタイルの定着部に作用する鉛直力 (kN/m)

(計算では定着長 Leの中点上の鉛直荷重としている。)

すべり線より奥のジオテキスタイルの定着長 (m)

8.1.2 ジオテキスタイルの発揮可能引張強 さの計算式

T avail=min(T AE, T pE)

ここに, T ava‖  :ジオテキスタイルの発揮可能引張強 さ (kN/m)

T AE   :ジオテキスタイルの設計引張強さ (kN/m)

T pE  :定着部の引抜抵抗力 (kN/m)
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81.3 補強土壁の全体安定に対する計算式

RΣ tc l+(W'cos α―khWsin α)tan φ〕+R Σ Tavail(cos θ+sinθ tanφ )

Fs=
Σ(RWsinα  + khW yG)

ここに, Fs 円弧すべりに対する安全率

分割片で切られたすべり線の弧長 (m)

分割片の上塊重量 (kN/m)

浮力を考慮した分割片の上塊重量 (kN/m)

各分害J片で切られたすべり線の中点とすべり円中心を結ぶ

直線と鉛直線とのなす角度 (° )     .
上の粘着力 (kN/m2)

上のせん断抵抗角 (° )

すべり円弧の半径 (m)

各ジオテキスタイルの引張力 (kN/m)

ジオテキスタイル位置でのすべり線の交点とすべり円中心を結ぶ

直線と鉛直線とのなす角度 (° )

設計水平震度 =0.20

円弧中心から分割片重心までの鉛直距離 (m)

Ｗ
　
Ｗ

α

ｃ

φ

Ｒ

Ｔ

θ

ava

kh

yG
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8.2 全体安定の検討 [地震時 -1]

8.2.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

8.2.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

ヒeE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30 200

31.400

32.600

33.800

35.000

36.200

30 800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37 400

38.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

200.839

191.032

194.183

0.000

-29.369

-26.914

-24 150

-20 973

-17.198

-12 434

-10.075

-7.476

-4.522

-1,077

3.119

8.714

12.676

0.000

1.

1.

1.

1,

1.

1

19.

19.

19.

19.

191

191

19,

19

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

0 000

0.000

0,000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

619,166

1652.047

2439.485

0.000

10.000

10,000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55 500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

55.500

90.000

90.000

0,000

Σ T avai = 235500
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8.23 補強時の安全率一覧表

8.24 補強土壁の円弧すべり安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X 座 標

-4.90m -4.80m -4.70m -4.60m -4,50m -4 40m -4.30m

円

中

Jb

Y

座

標

98.30m
1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0,0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

98.20m
1.015

(0.0)

1.015

(0,0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

98.10m
1.015

(00)

1,015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1 015

(0,0)

1.015

(0.0)

98.00m
1 015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(00)

1 015

(0.0)

97 90m
1 015

(0.0)

1.015

(0,0)

1.015

(00)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(00)

1.015

(O.0)

97.80m
1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1 015

(0.0)

1,015

(0,0)

97.70m
1,015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(0.0)

1.015

(00)

1.015

(00)

1,015

(0.0)

項  目 記 号 単 位 地震時

最小安全率
F smin

F da

1,015

(1 000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合カ Σ Tavail kN/m 235.500

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

160011.056

553190.868

713201.923

24811.469

起動モーメン ト MD kN・ m/m 727319.985

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

-4 600

98 000

通過点 X座標

Y座標

XP
YP

0.000

0.000

半径 R m 98.108
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83 全体安定の検討 [地震時 -2]

8,3.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

20m:―

8.3.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

Tavail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31,400

32.600

33 800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

193.793

186.440

0.000

0,000

…28 947
-26.389

-23 478

-20.075

-15.913

-10.320

-9,606

-6.885

-3.750

-0.015

4.725

11.806

0.000

0.000

500

500

500

500

500

500

19.600

19.600

19 600

19.600

19.600

19 600

19.600

19.600

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000
,  0.000

907 591

2188,981

0,000

0,000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0 000

0.000

0.000

0 000

0.000

55.500

90.000

0.000

0.000

Σ Tavai =145500
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833 補強時の安全率一覧表

8.34 補強上壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

-3.10m -3.00m -2.90m -2.80m -2.70m -2.60m -2.50m

円

中

′い

Y

座

標

95.70m
1019
(0.0)

1.016

(0.0)

1.013

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

95.60m
1 019

(0.0)

1.016

(00)

1.014

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

95.50m
1,019

(0.0)

1.017

(0.0)

1.014

(00)

1.012

(0.0)

1.012

(00)

1,012

(00)

1.012

(0,0)

95.40m
1 020

(0.0)

1.017

(0.0)

1.015

(0.0)

1.012

(0,0)

1.012

(0.0)

1.012

(0.0)

1.012

(00)

95.30m
1.020

(0.0)

1.018

(00)

1.015

(0.0)

1.012

(0.0)

1,012

(0.0)

1012
(0.0)

1.012

(00)

95 20m
1,021

(0.0)

1 018

(0.0)

1.015

(0.0)

1,013

(0.0)

1,012

(0.0)

1.012

(0,0)

1.012

(0.0)

95.10m
1.021

(0.0)

1.018

(00)

1.016

(0.0)

1,013

(0.0)

1012
(0.0)

1,012

(00)

1.012

(0.0)

項  目 記 号 単  位 地震時

最小安全率
F smin

F da

1.012

(1.000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 145.500

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

153513 392

523090.026

676603.418

14746.813

起動モーメン ト MD kN・ m/m 682

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
-2.800

95.400

通過点X座標

Y座標

X
Y

P

P
m

240

0 600

半径 R m 94.849
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8.4 全体安定の検討 [地震時 -3]

8.4.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

8.4.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

20m:

位置

番号

h

(m)

σV

(kN/m2)

L eE

lm)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30 200

31.400

32,600

33.800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35 600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

190.451

0.000

0 000

0.000

-29.534

-26.907

-23.873

-20.246

-15.619

-3.603

-10.163

-7.350

-4.051

-0.001

5,486

0.000

0.000

0.000

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

1

1

1

1

1

1

19

19

19

19

19

19

19

19

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

1037.214

0.000

0 000

0,000

10.000

10.000

10.000

10,000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55.500

55.500

90.000

90 000

90.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

55.500

0.000

0.000

0 000

Σ Tavai =55.500

372

61



8.4.3 補強時の安全卒一覧表

84.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

0.20m 0.30m 0.40m 0 50m 0.60m 0.70m 0.80m

円

中

′い

Y

座

標

90.60m
1.018

(0.0)

1.015

(0.0)

1.012

(0.0)

1.010

(0.0)

1.023

(0.0)

1.023

(00)

1.023

(0.0)

90 50m
1.018

(0.0)

1.015

(0.0)

1.012

(0.0)

1.010

(0.0)

1,023

(0.0)

1.023

(0.0)

1 023

(0,0)

90.40m
1.018

(0.0)

1.016

(0.0)

1.013

(0.0)

1.010

(0.0)

1,023

(0.0)

1.023

(0.0)

1.023

(0.0)

90.30m
1 018

(0.0)

1.016

(0.0)

1 013

(0,0)

1.010

(0,0)

1.023

(0.0)

1.023

(0.0)

1.023

(00)

90.20m
1.019

(0.0)

1.016

(0.0)

1.013

(0.0)

1.010

(0.0)

1.023

(0.0)

1,023

(0.0)

1,023

(0,0)

90.10m
1,019

(00)

1.017

(0.0)

1.014

(0.0)

1.011

(0.0)

1.023

(0.0)

1.023

(0,0)

1.023

(0.0)

90,00m
1.019

(0.0)

1017
(0.0)

1.014

(0.0)

1.011

(0.0)

1.023

(0.0)

1.023

(00)

1 023

(0.0)

項  目 記  号 単 位 地震時

最小安全率
Fsmin
F da

1.010

(1.000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 55.500

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

143842.982

496669 621

640512.603

5319,451

起動モーメン ト MD kN・ m/m 9396

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
0 500

90.300

通過点X座標
Y座標

XP
YP m

0.480

1.200

半 径 R m 89.100

373

62



8.5 全体安定の検討 [地震時 -4]

8.5,1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

8.5.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T ava‖

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31 400

32.600

33.800

35 000

36 200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

176.260

0.000

0 000

0,000

0.000

-27.156

-24.095

-20.435

-15,770

-8.698

0.000
-7.585

-4.257

-0.172

5 359

0.000

0.000

0,000

0.000

500

500

500

500

500

500

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

19.600

19.600

19.600

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

944.150

0,000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

101000

33.000

33.000

33 000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

0.000

0.000

55.500

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ T avai =55.500

374

63



8.53 補強時の安全率一覧表

85.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

0.70m 0.80m 0.90m 1.00m 1.10m 1.20m 1.30m

円

中

Jい

Y

座

標

93 10m
1.033

(0,0)

1.030

(00)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.038

(0.0)

1 038

(0.0)

1.038

(0.0)

93.00m
1.033

(0.0)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.038

(0.0)

1.038

(0.0)

1.038

(0.0)

92.90m
1.034

(0.0)

1 031

(0,0)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.038

(0.0)

1.038

(0,0)

1.038

(0.0)

92.80m
1.034

(0.0)

1.031

(0,0)

1.030

(0.0)

1,030

(0.0)

1.038

(00)

1.038

(0,0)

1.038

(0.0)

92.70m
1,035

(0.0)

1.031

(0.0)

1.030

(0,0)

1.030

(0.0)

1,038

(0.0)

1.038

(00)

1.038

(0.0)

92.60m
1.035

(0.0)

1 032

(0.0)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.038

(0.0)

1 038

(0.0)

1.038

(0.0)

92.50m
1.035

(00)

1.032

(0.0)

1.030

(0.0)

1.030

(0.0)

1.039

(0.0)

1.038

(0.0)

1.038

(00)

項  目 記  号 単 位 地震時

最小安全率
F smin

F da

030

000)(

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 55.500

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

144348.572

472348.429

616697 001

5394 829

起動モーメン ト MD kN・ m/m 60385 6

円中心X座標

Y座標

Xo
Yo m

1.000

92.800

通過点X座標

Y座標

X
Y

P

P

0 960

2.400

半径 R m 90.400

375

64



8.6 全体安定の検討 [地震時 -5]

8.6.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

8.6.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31,400

32.600

33.800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34,400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

161.876

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

-24.321

-20.614

-15 889

-8.733

0 000

0,000
-4.461

-0.323

5.277

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.500

1.500

1 500

1.500

1.500

1 500

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

0,000

0 000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

0.000

860.627

0 000

0 000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0 000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

33.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ Tavai =33.000

376

65



8.6.3 補強時の安全率一覧表

8.6.4 補強上壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X 座 標

1.10m 1.20m 1.30m 1 40m 1.50m 1.60m 1.70m

円

中

′い

Y

座

標

96.30m
1.048

(0,0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0,0)

96 20m
1.048

(0,0)

1.048

(0,0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

96.10m
1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.057

(00)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

96.00m
1.048

(0,0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0,0)

1 057

(0.0)

1 057

(0.0)

1.057

(0.0)

95.90m
1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

95 80m
1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.057

(00)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

95.70m
1.049

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1.048

(0.0)

1 057

(0.0)

1.057

(0.0)

1.057

(0.0)

項  目 記  号 単 位 地震時

最小安全率
F smin

F da

1.048

(1.000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合力 Σ TavaH kN/m 33.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

146181 916

452123.986

598305.902

3276.661

起動モーメン ト MD kN・ m/m 574059.410

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

1

96

400

000

通過点X座標

Y座標

XP
YP

1.440

3.600

半径 R m 92,400

377

66



8.7 全体安定の検討 [地震時 -6]

8,7.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m+――――――引

8.7.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32 600

33.800

35,000

36.200

30.800

32.000

33 200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0,000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

148.063

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

-20,940

-16.146

-8.889

0,000

0 000

0.000
-0.616

5.064

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.500

1 500

1.500

1.500

1.500

1.500

19.600

19.600

19,600

19.600

19.600

19.600

19.600

19.600

0,000

0.000

0,000

0 000

0 000

0,000

0.000

762.372

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

10 000

10.000

10 000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

33.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0,000

0.000

Σ T avai =33,000

378

67



8.7.3 補強時の安全率一覧表

8.7.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

1.60m 1.70m 1.80m 1 90m 2.00m 2.10m 2.20m

円

中

′い

Y

座

標

99.90m
1,071

(0.0)

1.071

(0.0)

1 071

(0.0)

1,071

(0.0)

1.076

(00)

1.076

(0.0)

1.076

(00)

99.80m
1,071

(0.0)

1.071

(00)

1.071

(0.0)

1.071

(0.0)

1.076

(0.0)

1.076

(0.0)

1.076

(00)

99 70m
1 071

(0.0)

1.071

(0,0)

1.071

(0.0)

1,071

(0.0)

1.076

(0.0)

1.076

(0.0)

1.076

(0.0)

99 60m
1,071

(0.0)

1,071

(00)

1.071

(0.0)

1,071

(0.0)

1.076

(00)

1 076

(0.0)

1,076

(00)

99.50m
1.071

(0,0)

1,071

(0.0)

1.071

(0,0)

1.071

(0.0)

1.076

(0.0)

1 076

(0.0)

1 076

(0.0)

99,40m
1.071

(00)

1.071

(0.0)

1.071

(0.0)

1,071

(0.0)

1.076

(0,0)

1.076

(00)

1,076

(0,0)

99.30m
1.071

(0.0)

1.071

(0.0)

1.071

(0.0)

1 071

(0.0)

1,076

(00)

1 076

(0.0)

1.076

(00)

項  目 記  号 単 位 地震時

最小安全率
F smin

F da

1 071

(1.000)

設計水平震度 kh 0,200

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 33.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

148959,670

435862.389

584822 059

3359,329

起動モーメン ト MD kN・ m/m 549274 998

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

m
1.900

99.600

通過点X座標

Y座標

X
Y

P

P
m

1.920

4.800

半 径 R m 94.800

379

68



8.8 全体安定の検討 [地震時 -7]

8.8.1 全体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

8.8.2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33.800

35,000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

134.309

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

-16.419

-9.054

0 000

0.000

0.000

0.000

4,838

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0 000

0.000

500

500

500

500

500

500

19.600

19.600

19.600

19.600

19 600

19.600

19.600

19.600

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

667.866

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

10,000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33 000

55.500

55,500

90.000

90.000

90.000

0,000

0.000

0 000

0 000

0.000

0.000

33.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

Σ Tavai =33.000

380

69



8.8.3 補強時の安全率一覧表

8.8.4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

2 10m 2.20m 2.30m 2 40m 2.50m 2.60m 2,70m

円

中

′ふ

Y

座

標

103.70m
1 096

(00)

1.096

(0.0)

1.096

(0.0)

1.095

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

103.60m
1.096

(00)

1.096

(0.0)

1.096

(0.0)

1.095

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

103.50m
1 096

(0.0)

1,096

(0.0)

1.096

(0.0)

1 095

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(00)

103 40m
1.096

(0.0)

1.096

(0.0)

1.096

(00)

1.095

(0,0)

1101

(0.0)

1.101

(0.0)

1101

(0.0)

103.30m
1,096

(0.0)

1 096

(0.0)

1.096

(0.0)

1.095

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

103.20m
1.096

(0,0)

1.096

(00)

1.096

(00)

1.095

(0.0)

1.101

(00)

1.101

(0.0)

1.101

(0,0)

103.10m
1.096

(00)

1 096

(0.0)

1.096

(0.0)

1.095

(00)

1.101

(0.0)

1.101

(0.0)

1101

(0.0)

項  目 記 号 単  位 地震時

最小安全率
Fsmin
F da

1 095

(1.000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合カ Σ Tavail kN/m 33.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

152022.815

418243.234

570266.049

3448.837

起動モーメン ト MD kN・ m/m 523742.979

円中心X座標
Y座標

X
Y

0

0

2.400

103.400

通過点 X座標

Y座標

X
Y

P

P

2.

6.

400

000

半径 R m 97.400

381

70



8.9 全体安定の検討 [地震時 -8]

8.9.1 全体安定の検討における円弧すべり形状

8.9。 2 ジオテキスタイルの引張強さの計算

20m:

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

lm)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T ava‖

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31 400

32.600

33.800

35 000

36 200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

-23 790

-16.100

0.000

0.000

0.000

0.000
-2.640

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

1

19

19

19

19.600

19.600

19.600

19.600

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10,000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55 500

55.500

90.000

90,000

90.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

Σ T avai = 0.000

382

71



8,9.3 補強時の安全率一覧表

89,4 補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内は不足抵抗力 (kN/m)

()内は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

13,70m 13.80m 13.90m 14.00m 14.10m 14.20m 14.30m

円

中

′い

Y

座

標

77.80m
1 092

(0.0)

1 092

(0.0)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1,092

(0.0)

77.70m
1 092

(0,0)

1,092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1 092

(00)

1.092

(0.0)

1,092

(0.0)

77 60m
1.092

(0.0)

1.092

(00)

1.092

(0.0)

1.092

(00)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1 092

(0.0)

77.50m
1.092

(0.0)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1,092

(0.0)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1,092

(0.0)

77.40m
1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(00)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

77.30m
1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(00)

1.092

(0.0)

1 092

(0.0)

1.092

(0.0)

1,092

(00)

77 20m
1.092

(00)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1.092

(0.0)

1 092

(0.0)

項  目 記 号 単 位 地震時

最小安全率
F smin

F da

1.092

(1.000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合カ Σ Tavail kN/m 0.000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

110814.750

345981.350

456796.100

0.000

起動モーメン ト MD kN・ m/m 418431.919

円中心 X座標

Y座標

X
Y

0

0
m

14.000

77.500

通過点 X座標

Y座標

X
Y

P

P

2.380

7.200

半径 R m 71.174

383

72



8.10全体安定の検討 [地震時 -9]

8.10,1全 体安定の検討における円弧すべり形状

20m:―

8.10,2ジ オテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

lm)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31.400

32.600

33.800

35.000

36.200

30.800

32.000

33.200

34.400

35.600

36.800

37.400

38.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

19.667

0,000

0.000

0 000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

11

1+

1

1

1

1

19

19

19

19

19

19

19

19

500

500

500

500

500

500

600

600

600

600

600

600

600

600

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33.000

33.000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0 000

Σ T avai =0.000

384

73



810.3補強時の安全率一覧表

8.10.4補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

14.90m 15.00m 15,10m 15.20m 15.30m 15 40m 15.50m

円

中

′い

Y

座

標

77.40m
1.098

(0.0)

1,098

(0.0)

1.098

(0.0)

1.098

(0.0)

1.104

(00)

1.104

(00)

1.104

(0.0)

77.30m
1.098

(0.0)

1,098

(0.0)

1.098

(00)

1.098

(0.0)

1.104

(0.0)

1.104

(00)

1.104

(0.0)

77.20m
1.098

(0.0)

1,098

(0,0)

1.098

(0.0)

1,098

(0.0)

1.104

(0.0)

1.104

(0,0)

1.104

(0.0)

77.10m
1 099

(0.0)

1,098

(0.0)

1.098

(0.0)

1.098

(0.0)

1.104

(00)

1.104

(0,0)

1.104

(0.0)

77.00m
1 099

(0.0)

1.098

(0,0)

1.098

(0.0)

1.098

(0,0)

1.104

(0.0)

1.104

(0.0)

1.104

(0.0)

76.90m
1.099

(0.0)

1,098

(00)

1.098

(0.0)

1.098

(0.0)

1 104

(0.0)

1.104

(0.0)

1.104

(0.0)

76.80m
1,099

(0.0)

1.098

(0.0)

1.098

(0.0)

1.098

(0.0)

1,104

(0.0)

1.104

(0.0)

1.104

(0.0)

項  目 記 号 単  位 地震時

最小安全率
Fsmin
F da

1.098

(1 000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合力 Σ Tavail kN/m 0,000

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

105789 670

320783.223

426572,893

0.000

起動モーメン ト MD kNim/m 388378.410

円中心X座標

Y座標

X
Y

0

0

15.200

77.100

通過点X座標

Y座標

X
Y

P

P

4.700

8,000

半径 R m 69,893

385

74



8.11 全体安定の検討 [地震時 … 15]

8.11.1全 体安定の検討における円弧すべ り形状

20m:―

8.11,2ジ オテキスタイルの引張強さの計算

位置

番号

h

(m)

σ V

(kN/m2)

L eE

(m)

L

(m)

T pE

(kN/m)

T AE

(kN/m)

T avail

(kN/m)

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

30.200

31,400

32.600

33.800

35,000

36 200

30.800

32.000

33.200

34,400

35.600

36.800

37.400

38 000

0.000

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

244.022

-40.664

-38.824

-36.732

-34,303

-31.413

-27.762

-21 671

-19.713

-17.468

-14.832

-11.611

-7.350

-4.423

0,000

500

500

500

500

500

500

19.600

19.600

19 600

19.600

19.600

19.600

19.600

19,600

0.000

0.000

0 000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.024

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

10.000

33.000

33,000

33 000

55.500

55.500

90.000

90.000

90.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0.000

0.000

0.000

0,000

0.000

0 000

0,024

Σ T avai =0.024

386

75



8.11.3補強時の安全卒一覧表

8.11.4補強土壁の円弧すべ り安定計算結果

上段は安全率,下段 ()内 は不足抵抗力 (kN/m)

()内 は設計値

Fs
円 中 心 X座 標

13.10m 13.20m 13.30m 13.40m 13.50m 13.60m 13.70m

円

中

′い

Y

座

標

66,90m
1.130

(0.0)

1.114

(00)

1.078

(0.0)

1.036

(0.0)

1.037

(0.0)

1.038

(0.0)

1 039

(0.0)

66.80m
1.131

(0.0)

1.114

(0.0)

1.078

(0.0)

1.036

(0,0)

1.037

(0.0)

1.038

(0.0)

1.039

(0.0)

66.70m
1131

(0.0)

1.115

(0.0)

1.079

(0.0)

1.036

(0.0)

1,037

(0.0)

1.038

(00)

1.039

(0.0)

66.60m
1.131

(0.0)

1.115

(00)

1.080

(0.0)

1.036

(0,0)

1.037

(0.0)

1.038

(0.0)

1,039

(0.0)

66.50m
1.132

(0.0)

1.116

(0.0)

1.080

(0.0)

1.036

(0.0)

1.037

(0.0)

1.038

(0.0)

1.039

(00)

66.40m
1.132

(0.0)

1.116

(0.0)

1.081

(0.0)

1.036

(0.0)

1.037

(0.0)

1.038

(0,0)

1 039

(0.0)

66.30m
1.133

(0.0)

1.116

(0.0)

1.082

(0.0)

1.036

(0.0)

1.037

(0.0)

1.038

(0.0)

1.039

(0.0)

項  目 記 号 単 位 地震時

最小安全率
Fsmin
F da (

036

000)

設計水平震度 kh 0.200

引張力の合カ Σ Tava‖ kN/m 0.024

抵抗モーメン ト

MRC
MRF
MR
MT

kN・ m/m

113738.615

508335,613

622124 229

1.664

起動モーメン ト MD kN・ m/m 600349.072

円中心 X座標

Y座標

Xo
Yo

13.400

66.600

通過点 X座標

Y座標

XP
YP m

1 9

0

600

000

半径 R m 66.888

387

76




